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研究成果の概要（和文）：親性の育成を心理・生理・内分泌・脳科学的指標により評価した。1)
乳幼児との継続接触体験は親性育成に影響していることが明らかとなった。2）性差の視点
では，女性の方が体験を通し乳幼児の泣きに対する敏感性，関心が高まることが明らかとな
り，親性育成における性差への配慮の必要性が示唆された。3)親性レベルの高低の視点では 
親性準備性が低い群は共感性や興味・関心が低い反応を示し，乳児の泣きに対する不快感を
抱きやすいことが示唆された。4)父親・母親における性差の視点では，母親より父親に感情
野の脳賦活が認められ，否定的な感情を抱いていた。このことは，虐待防止策につながる重
要な結果と考えられた。 
 
研究成果の概要（英文）：To identify the psychological, physiological, and brain activation effects of 
a continuous learning experience of caring for infants in adolescent males and females.1)The 
accumulation of learning experience of caring for infants positively affected preparedness for 
parenthood. 2) Development of parenthood by continuous learning experience of caring for infants 
differs between males and females; therefore so sex differences must be taken into consideration. 3)  
The brain activations were significant difference between the high score group of readiness for 
parenthood and the low score group in adolescent males and females. The low score group showed 
negative feeling.4) The brain activation were significant difference between the father group and 
the mother group. The father group showed negative feeling. There were important results to ｃhild 
abuse prevention plan.  
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１．研究開始当初の背景 
(1) 近年，親子をめぐる深刻な問題状況へ
の危機感から，親になるための資質育成の
重要性が認識されるようになってきた。そ
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して，親になることが近い年代だけでなく，
その準備段階の青年期における親性育成
の必要性が指摘されている（内閣府 2004，
羽田野 2003，大日向 2000）。親性の育成
については，子どもの親となるために中・
高校生に乳幼児とのふれあいを体験させる
事業が市町村事業として厚生労働省から提
唱され，全国的に試行されている（田中 
1996）。その評価として，体験後ネガティブ
なイメージや認識が減少し，ボジティブな
イメージや認識をもつ生徒が増加したこと
が報告されている（寺村他 2007，石川 2000，
清水 2000，石川他 1997，田中他 1996）。
しかし，これら「親性」に関する従来の介
入研究は，中・高校生を対象にした心理学
的検討が多く，近い将来親になるための発
達段階として，親性を獲得する重要な時期
にある未婚の青年期男女を対象に科学的・
計画的に検討された介入研究は見当たらな
い。 
(2) 我々のこれまでの研究では，乳児の「泣
き」情動を理解・受容し，適切な対処行動
をとることが育児不安や虐待防止につなが
ると考え，一般的な親性をもつ青年期男女
に乳児の泣き場面の反応に関する準実験的
研究を行った。しかし，親性の低い対象者
の乳児の「泣き」に対する反応や，育児中
の母親・父親との比較による性差の検討に
ついては未解明である。さらに，本研究の
特に独創的な点である，親性の脳科学的視
点に関する研究では，母親を対象に乳児の
泣き声や笑い声に対する脳賦活部位を検
討した報告（Nitschke 2004，Leibenluft 
2004，Seifritz 2003，Lorberbaum 2002，
Lorberbaum 1999）がみられている。その
結果，fMRI（機能的磁気共鳴描画）による
母親の乳児の表情認知と泣き声に対する
扁桃体等の反応が報告されているが，研究
の途上にある。このように fMRI は，機能
領域賦括の指標として計測され，感情，注
意などについても研究がすすめられてい
るが，人間の親性行動の脳科学的基盤につ
いては未解明である。 
 
２．研究の目的 
(1)親性の育成について，心理・生理・内分
泌・脳科学的指標により，乳幼児との継続接
触体験の有無，青年期男女差，青年期男女の
親性準備性レベル，父親・母親を比較し，親
性育成過程を解明する。 
 
３．研究の方法 
1)親性育成の心理尺度による評価 
  親性準備性尺度は青年期の親性準備性に
焦点を当て測定する。乳幼児への好意感情（9
項目），育児への接触性(13 項目）の合計 22
項目から構成される。５段階評定法で「あて
はまらない」～「あてはまる」の各回答に０
～４点を与える。青年期後期男女に対する信
頼性と構成概念妥当性，併存妥当性を確認し
ている。 
2)情動喚起刺激課題に対する心理・生理・脳
科学的指標による評価 
（１）心理学的指標：①STAI 日本語版により
情緒状態を測定した。また，「笑い」「泣き」
場面の直後に感想について記録してもらっ
た。②fMRI 時には感情評定尺度を測定した。
（２）生理学的指標：①感情喚起刺激ビデオ
による生理信号を測定するために，心電図用
アンプ（エスアンドエムイーBiolog DL-2000）
を装着し，第Ⅱ誘導で測定した。②映像は馴
れと安静状態を得るために，体験前は 10 分
間コントロール条件として「安静」（リラッ
クス映像・音楽）を提示し，乳児の「笑い」
5 分間，再び「安静」を 10 分間，その後「泣
き」（音声 70dB 程度）5 分間，「安静」を 10
分間，計 40 分提示した。③心電図のアナロ
グ信号はデータ取り込みユニット（BIOPAC）
にて A/D 変換し，連続的にコンピューターに 
記録した。１拍ごとの R-R 間隔の時系列デー
タを高速フーリエ変換（FFT）により周波数
解析した。本研究では LF/HF を交感神経活動
の指標とし，「安静」は質問紙記載による体
動を除いた４分間，「笑い」「泣き」は前後 30
秒を除いた４分間を解析に用いた（図１）。
（３）脳科学指標：MR 装置は GE 社製 Signa 
Horizon 3.0T (GE WI，USA )を用いた。課題と
して，乳児の「泣き」課題（21 秒），中立映
像に音圧を一致させたホワイトノイズを同
時に提示した「ホワイトノイズ」課題（21 秒），
映像なしで無音状態「コントロール」課題（21
秒）の３条件をそれぞれ繰り返すブロックデ
ザインとした。１課題目は聴覚刺激（非磁性
体ヘッドホン着用）のみ，２課題目は聴覚・
視覚（プロジェクターから足下に置いたスク
リーンに映像提示）の両方の課題とした（図
２）。なお，心理・生理学的評価，脳科学的
評価の順に異なる日に実施し，映像による対
象者の馴化をさけるため，それぞれ前後で異
なる乳児の映像を提示した。 
 
 
５．データ分析方法：  
１）質問紙調査：２項目間の関連性は χ２検定， 
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図 1 情動喚起課題（fMRI） 
  
（４）データ分析方法：１）２水準の対応あ
り検定は，Wilcoxon の符号付順位和検定を行
った。２）感情喚起映像刺激に対する反応：
３水準の対応あり検定の場合，まず Friedman
検定を行い，有意差を認めた場合の多重比較
は，Wilcoxon の符号付順位和検定で行った。
第一種の過誤を考慮するために，Bonferroni
の不等式を利用して，有意水準は，0.05/3＝
0.017，0.01/3＝0.003，0.001/3＝0.0003とした。
統計的解析は SPSS17.0j により行い，有意水
準を 5％未満とした。３）ビデオの乳児の印
象に関する自由記述はカテゴリーに分類し
た。４）fＭＲＩの画像解析は Matlab 7.1 (The 
MathWorks ， MA ， USA) ， お よ び SPM5 
（Statistical Parametric Mapping：解析ソフト) 
(Wellcome Department of Cognitive Neurology， 
London， UK) を用いた。 
  
４．研究成果 
(1)青年期男女 19 名に対する乳幼児との継
続接触体験の効果を，心理学指標（親性準
備性尺度）および乳児の「泣き」課題を提
示し，局所脳活動の指標（fMRI）により体
験前後に行った。さらに，非体験群 20 名と
比較した。その結果，1）親性準備性尺度得
点において，体験群は体験前より体験後の
方が有意に高かった。非体験群では有意差
を認めなかった。2）fMRI では，聴覚刺激課
題において体験群は両側中前頭回，両側島, 
両側前部/後部帯状回の領域が体験後に有
意に賦活した。これらの領域は感情・注意・
認知と関連するとされ体験で学習効果を得
た領域と推察された。非体験群では有意差
を認めなかった。 
 
(2) 乳幼児との継続接触体験を出産・育児経
験のない青年期男女に実施し，その親性育成
効果の男女差を心理・生理・脳科学的に明ら
かにすることを目的とした。青年期男性９名，
女性 10 名に対し，保育園の０歳児クラスで
週１回 3ヶ月間実施した。親性育成評価のた
めに質問紙調査および親性を喚起しやすい
乳児の笑い場面・泣き場面の映像を提示し，
心理（STAI 状態不安）・生理〔心拍パワース
ペクトル（LF/HF）〕・脳科学（fMRI）的評価
を体験前後に行い男女を比較した。その結果 
１）親性準備性尺度得点は女性において体験
前より体験後の方が有意に高まった。２）
STAI は男女とも体験前後に「安静」「笑い」
より「泣き」で高まったが，男女間に有意な
差は認めなかった。３）心拍パワースペクト
ル（LF/HF）は男性において，体験前後とも
「安静」「笑い」より「泣き」で高まったが，
男女間に有意な差は認めなかった。４）fMRI
において女性は体験後，感情や注意，認知領
域である左側帯状回，両側中前頭回が有意に
賦活したが，男性では認めなかった。女性の
方が体験を通し乳幼児の泣きに対する敏感
性，関心が高まることが心理・脳科学的に明
らかとなり，親性育成における性差への配慮
の必要性が示唆された。 
 
(3)親性準備性レベルの違いが出産・育児経験
がない青年期男女の乳児の泣きに対する生体
反応に及ぼす影響を明らかにすることを目的
とした。18～22 歳の出産・育児経験のない
未婚の研究参加に同意を得た健常青年期男
女計 48 名を対象とした。情動喚起課題を
提示し緊張・ストレス・不安状況の生
体反応，感情の変化を脳科学（fMRI），
感情評定尺度で評価した。その結果，親
性準備性が低い群は共感性や興味・関心が
低い反応を示し，乳児の泣きに対する不快
感を抱きやすいことが示唆された。このこ
とは将来の虐待防止策につながる重要な結
果であった。 
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(4)乳幼児を育児中の父親・母親における，親
性レベルの違いや性差が，乳児の泣きに対する
局所脳活動などに及ぼす影響を明らかにする 
ことを目的とした。育児中の父親（22 名）・
母親（26 名）の結果：聴覚刺激課題におい
て，父親群は母親群より，左下前頭回，左 
内側前頭葉，右上側頭溝(共感性)の賦活が
認められた。感情評定尺度において，父親
群は「イライラする」が有意に高かった。
初経比較では，聴覚刺激のみの課題におい
て，初産の母親は経産より左上側頭回（聴
覚野）,左中心前回/下前頭回の賦活が認め
られ，聴覚と視覚刺激課題では初産の父親
は経産より，左中前回,右島の賦活が認めら
れた。以上の結果から，日常の育児体験が
母親より少ない父親に感情野の脳賦活が認
められ，感情評定尺度では否定的な感情を
抱いていた。さらに初産の父親母親は，経
産より脳賦活が認められたことから，慣れ
ないため泣き声を聞き分けようと努力して
いることが考えられた。これらの結果から，
性差が，乳幼児を育児中の父親母親の，乳児の
泣きに対する局所脳活動に影響を及ぼしてい
ることが示唆された。乳幼児の泣きは親の虐
待の引き金となることや、父親は育児支援
の重要なキーパーソンであることから、性
差を問わず泣きに慣れるための育児体験を
積むことは重要と考える。このことは，虐
待防止策につながる重要な結果と考えられ
た。 
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